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オーラルセッション ― 報告概要

デザイン開発におけるオブジェクトの機能
― デザイナーの協働によるデザイン開発実践の観察・分析より ―
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要約
企業のデザイン開発プロセスでは，スケッチやプロトタイプなどのオブジェクトが積極的に活用される。その有用性につい

ては，これまでの研究においても様々に議論されてきたが，多くはオブジェクトそれ自体が有する機能に焦点を当てており，
実際の現場にて，オブジェクトとデザイナーの行為との関係を明らかにしているものは少ない。本研究では，デザイナーを中
心とした協働によるデザイン開発の実践に焦点を当て，どのようにしてオブジェクトが活用され，デザインが構築していくのか
について，状況論的アプローチの概念を用いて観察し，詳細に記述，その分析をおこなった。その結果，オブジェクトには，
初めから特定の機能や性質が備わっているのではなく，デザイナーの行為などを伴うことにより，その機能が現れ，発揮され
ていることが示された。
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I.	 概要
近年，デザインの強化を経営戦略の一つと位置付ける
企業が増加している（磯野 ,2014;八重樫・岩谷 ,2014）。
その中で，デザイン開発プロセスにて外部のデザイナーの
活用も積極的に実施されるとともに，様々な関連部門，専
門職との協働に対する意識も高まっている（鷲田,2015）。
このようなデザイナーの協働を中心とした複数の参加者に
よるデザイン開発プロセスにおいては，スケッチやプロトタイ
プなどの可視化されたオブジェクトが，人々のコミュニケー
ションの円滑化を促進するツールとなる（Utterback,2006
ほか）。
こうした議論の多くは，オブジェクトの機能や役割を自明
視するあまり，オブジェクトがそうした機能や役割を必然的
に有しているとみなしているように見える。しかしながら，例
えば状況論的アプローチの諸研究が示すように，多くの作
業現場では，機能や役割は所与というよりは状況に応じた
行為により，その都度，局所的に実践の中で立ち上がる（上
野 ,1999）。このような相違は，実際のデザイン開発の現場
にて，デザイナーら参加者が，どのようにオブジェクトを活用
しているのか，その行為とオブジェクトとの関係までを具体

的に明らかにしている研究が少ないことが要因の一つで
あると考えられる。
そこで本研究では，デザイナーの協働を中心としたデザ

イン開発の実践に焦点を当て，状況論的アプローチにて
観察することで，詳細に記述，分析し，どのようにオブジェク
トが活用され，デザインが構築していくのかを明らかにす
る。この試みは，これまでのデザインやオブジェクト研究の
成果を実践において意味付け直し，より現場の理解に沿っ
たオブジェクトの可能性を提示する。
分析対象として，商業施設の共用部に設置される造形
物のデザイン開発プロセスを取り上げる。具体的に観察さ
れたのは，デザイナーらの協働を中心としながら各種技術
者が参加した打合せでのやりとりである。取得したデータ
は，2015年5月から2016年2月の約10ヶ月にかけて，参
加者に了解を得てビデオ撮影することで得られた約27時
間分の映像，音声である。その他，打合せに使用されたス
ケッチ，図面，模型や，その場で描かれたスケッチも含まれ
る。
分析手法として，このデータを状況論的アプローチの概
念を用い，会話分析にておこなう。会話分析とは，ローカル
な秩序への注目というアイデアをもとにして，ワークプレイス
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などにおける界隈を社会現象として扱う手法である。現在
では，様々な場面でのビデオデータを用いた視線や身体動
作を含めた相互行為の分析もおこなわれている。その目
的は，会話を含む相互行為上の体系的な組織構造を解明
していくことである（秋谷・水川,2017）。近年，サービス
に関する研究分野（山内,2015）でもおこなわれ，今後マー
ケティング研究においても活用が期待される。
分析結果をまとめると，次のようになる。先行研究では，

スケッチなどのオブジェクトが有効な役割を果たすという報
告がなされ，デザイン開発現場では常識のようになってい
る。しかし，あらためて行為とオブジェクトの機能の関係に
着目してみると，実践においては，初めからオブジェクトに
特定の機能が備わっているのではないようである。単にオ
ブジェクトが存在するだけで，その機能が発揮されている
わけでなく，おのずとデザインの構築がなされるわけではな
い。
オブジェクトは，状況に応じたデザイナーなどの発話や，
描くなどという行為と，その他のリソースを伴うことにより，そ
の機能が現れ，発揮されているのである。
インプリケーションとして，理論的にはオブジェクトの機能
について明らかにしたこと，そのためにデザイナーらの協働
によるデザイン開発実践におけるデザインの構築のプロセ
スを詳細に示したことは，デザインやオブジェクトに関する
研究への貢献につながるのではないか。また，状況論的ア
プローチの概念を用いた会話分析や撮影データの観察に
よる分析手法についても，有効性を示すことができたので
はないか。実務的には，デザイン開発に携わる人々が，行
為とオブジェクトとの関係を理解することにより，オブジェクト
に対して，過度な期待や楽観視することなく，正しく接する
ことができるためのリソースとなることが期待できる。
一方，多くの限界もある。重要なものとしては，観察事例
が単一であることである。今後，観察対象を増やすととも
に，その際，製品やデザイナーの協働体制のタイプについ
ても範囲を広げ分析していく必要があろう。
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